


都民の生命と健康を守り、首都東京の保健・医療・福祉の
向上に貢献する国際的な研究所を目指して

理事長・所長　ご挨拶



公益財団法人 東京都医学総合研究所（とうきょうといがくそうごうけん
きゅうじょ）は、2011年4月に3つの研究所を統合し、2012年4月1日、
東京都知事より、公益財団法人として認定されました。

いままで培ってきた成果を発展させ、医学に関する研究を総合的に行う
ことにより、医学の振興を図り、その研究成果の普及をとおして、都民の
医療と福祉の向上に寄与することを目指します。

公益財団法人 東京都医学総合研究所のご案内
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野中 隆
Nonaka Takashi

西村 幸男
Nish imura Yuk io

佐久間 啓
Sakuma Hirosh i

新井 誠
Arai Makoto



池田 和隆
Ikeda Kazutaka

宮川 卓
Miyagawa Taku

原田 高幸
Harada Takayuk i

丹野 秀崇
Tanno Hidetaka

依存性物質プロジェクト
依存性物質の作用機序解明とその医療応用

睡眠プロジェクト
睡眠障害の多層的病態解明と診断・治療基盤の確立

視覚病態プロジェクト
網膜・視神経の保護と再生による視覚障害の治療法の開発

がん免疫プロジェクト
がん免疫の網羅的解析およびそのがん治療への応用

中山 幸輝
Nakayama Yukiteru

心不全プロジェクト
心不全による「免疫の記憶」を解明する



丸山 千秋
Maruyama Chiak i

脳神経回路形成プロジェクト
神経回路の構築原理から解き明かす脳発達学フォアフロント

齊藤 実
Sai toe Minoru

高次脳機能プロジェクト
微小脳アルゴリズムから解き明かす脳高次機能共通原理

吉川 欣亮
Kikkawa Yoshiak i

難聴プロジェクト
難聴遺伝子の機能解明に基づく治療法の開発

指田 吾郎
Sashida Goro

幹細胞制御プロジェクト
血液がんと老化関連疾患が起きる仕組みの理解

笹沼 博之
Sasanuma Hiroyuki

ゲノム動態プロジェクト
ゲノムの継承・維持とその障害によるがんなどの疾患発生の分子機構の解明



宮岡 佑一郎
Miyaoka Yuich iro

再生医療プロジェクト
iPS 細胞の改変による遺伝性疾患の治療法開発

脳代謝制御グループ（フロンティア研究室） 平井 志伸 Hira i  Sh inobu

生理的・病態状況下における脳内代謝機構の解明

免疫医薬免疫医薬グループ（フロンティア研究室） 鈴木 輝彦 Suzuk i Teruh iko

免疫医薬の研究開発プラットフォーム創出とその利用

蛋白質代謝研究グループ蛋白質代謝研究グループ 吉田 雪子 Yosh ida Yuk iko

タンパク代謝異常による疾患発症機構の解明と制御

吉種 光
Yoshi tane Hikar i

体内時計プロジェクト
概日時計と寿命・老化タイマー

山野 晃史
Yamano Koj i

品質管理プロジェクト
細胞内品質管理による生体恒常性維持の分子機構



ユニットリーダー
西田 淳志
Nishida Atsushi

ユニットリーダー
中山 優季
Nakayama Yuki

ゲノム医学研究センター

センター長
川路 英哉
Kawaj i  Hideya

センター長 川路 英哉

社会健康社会健康医学研究センター センター長 西田 淳志
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安井 文彦
Yasui Fumih iko

ユニットリーダー
山根 大典
Yamane Daisuke

感染症感染症医学研究センター センター長 (理事長・所長兼務)成田 友代



基盤技術支援センター

動物実験開発室

研究技術開発室

知的財産活用支援センター

病院等連携支援センター

センター長 西村 幸男

センター長 原田 高幸

センター長 大西 真美

連携推進室

分子病理・ヒストロジー解析室



手の筋肉の動きを使い、コンピュータを介して損傷した脊髄を迂回する形で損傷していない腰の脊髄を磁気刺激することで、麻痺した脚を
自分の意思で動かせるようにするシステムを開発しました。刺激を繰り返すことで、脚の動きが改善することも確認されました。これにより、
安全で効果的な新しいリハビリテーション法として、多くの脊髄損傷者の歩行機能回復に貢献することが期待されます。

◆ 脳機能再建プロジェクト
脊髄損傷による歩行困難者向けに、手術不要の「人工神経接続システム」を開発

ヒト肝細胞を用いた研究から、薬剤によって活性化される遺伝子制御ゲノム領域 (エンハンサー)を網羅的に同定し、抗がん剤の副作用に
関わる遺伝子や、ビタミンD欠乏症に関わる遺伝子を調節する新たな制御領域を突き止めました。この成果は、医薬品の効き方や副作用の
発現に個人差が生じる原因の解明に繋がり、将来的な個別化医療の発展に役立つと期待されます。

◆ ゲノム医学研究センター
薬の副作用に関わる新たなゲノム領域を発見

大規模思春期コホート研究である東京ティーンコホート（Tokyo Teen Cohort）のデータを用いた研究から、いじめを受けると体内で糖化
ストレス（ペントシジン）という物質が増え、これが心の不調を引き起こす一因となる可能性が示されました。この成果から、ペントシジンの
ような生物学的指標を活用することで、いじめによる精神的な後遺症の予防や早期支援に役立つと期待されています。

いじめを受けた経験が思春期の心の不調（抑うつや幻覚など）につながる仕組みの一部が解明

マウスの胎児後期から出生直後の脳を詳しく調べ、脳の発達段階や場所ごとにどのような遺伝子が特徴的に働いているかを発見しました。
特に、これまで知られていなかった脳の特定の領域（脈絡叢、梨状皮質、視床、前障/DEn複合体など）の新しい分子マーカーを見つけました。
この成果は、自閉スペクトラム症やてんかんなどの神経発達障害の原因解明や、将来の診断・治療法の開発に繋がると期待されます。

発達期のマウスの大脳から胎生期に特異的な脳領域マーカーを同定しました
◆ 脳神経回路形成プロジェクト ＆ ゲノム医学研究センター

ゲノム編集技術CRISPR-Cas9をヒトiPS細胞に使うと、両親から受け継いだ2本の染色体にある2つの標的配列で、同じ編集が誘導される
ケースが多いことがわかりました。これまで、ゲノム編集ではランダムに様々な配列が出現すると考えられていましたが、この研究で効率的な
編集の可能性が示されました。多数のiPS細胞クローンを解析する新技術を使い発見されたこの知見は、遺伝性の病気の治療法開発に役立つ
と期待されます。

CRISPR-Cas9はiPS細胞の相同染色体の標的配列に同一のゲノム編集を誘発する
◆ 再生医療プロジェクト

肢帯性筋ジストロフィーR１（LGMDR1）は筋肉が徐々に衰える難病で、根本的な治療法はありません。今回、カルパイン３が筋肉細胞内の
いつ、どこで活性化するかを特定するための特別なセンサー（抗体）の開発に成功しました。これにより、謎に包まれていたカルパイン３がどの
ように活性化して細胞内を移動し、さらに、筋肉の中で何を分解しているのかを明らかにしました。この発見は、LGMDR1の新たな治療法開発
に繋がるものと期待されます。

難病・肢帯性筋ジストロフィーR1の原因物質カルパイン3の働きを解明
◆ 旧 カルパイングループ

肝臓における脂質輸送は主にApoBというタンパク質が担っており、中性脂肪を包み込んで血液中に送り出し、全身に運んでいます。そのため、
ApoBの働きが悪くなると、肝臓に中性脂肪が溜まってしまいます。今回、ApoEという別のタンパク質が、ApoBの働きを補う形で中性脂肪を
外に運び出す働きがあることがわかりました。この仕組みは、脂肪肝などの病気の仕組みを理解する上で重要な手がかりとなる可能性が
あります。

脂質輸送タンパク質ApoBの機能低下をApoEが補い、肝臓への脂肪蓄積を防ぐ仕組みを発見
◆ 感染症医学研究センター　免疫制御ユニット

原発性側索硬化症（PLS）と筋萎縮性側索硬化症（ALS）は、いずれも運動ニューロンの変性を特徴とする神経変性疾患ですが、両者の分子病態
の相違は不明でした。今回、PLSの患者脳を調べたところ、ALSとは異なり、アネキシンA１１とTDP-４３が共凝集して蓄積していることが判明
しました。今後、PLSとALSの鑑別診断や、新しい治療法の開発が期待されます。

原発性側索硬化症におけるアネキシンA11とTDP-43の共凝集について明らかにしました
◆ 認知症研究プロジェクト

マウスの32種類の臓器や脳領域において、約1万9千種類のタンパク質が24時間の中でどのくらい量を変えたりするのかを明らかにしました。
これは、体内の約74%の種類のタンパク質をカバーする非常に詳しい体内時計のタンパク質地図のようなものです。今後、薬を飲む時間に
よって副作用の軽減や治療効果の向上が期待できる「クロノセラピー(時間治療)」という新しい治療法に、この研究で得られた情報が役立つと
考えられています。

◆ 体内時計プロジェクト
全身の臓器を網羅したマウスの体内時計プロテオーム地図を作成しました

Nrf１というタンパク質は、通常はすぐに分解されますが、細胞内で不要となったタンパク質を分解するプロテアソームの働きが弱まった時に
だけ、特別な酵素（NGLY１など）によって形が変化し、核に入って新しいプロテアソームを作る指示を出します。今回の研究では、プロテアソーム
の働きが弱まったときにNrf１が活性化する仕組みを明らかにしました。今後、アルツハイマー病などの神経の病気の治療法開発につながる
可能性があります。

◆ 蛋白質代謝研究グループ
細胞内の不要なタンパク質を分解するプロテアソームの働きを維持する仕組みを解明
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